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2012年10月6日 発行
鹿折まちづくり通信Vol.1

本会の設立に伴って発行された広報誌「鹿折
まちづくり通信」の創刊号。

これまでまちづくり組織というものがなかった
地域住民を対象に、まちづくり協議会の設立に
至った経緯や目的、外部アドバイザーの紹介な
どが盛り込まれている。

この後しばらくの間、広報は役員会で話し合っ
た内容の報告などが掲載の中心となり、組織が
どのような活動（話し合い）をしているかを積極
的にオープンにすることを重視している。

2014年2月21日 発行
鹿折まちづくり通信
鹿折中学校WS特別号

まち協の主催により、はじめて地
元中学生とワークショップ(WS)を
行った時の広報。

全6グループに分かれ、「鹿折の

魅力、好きなところ、課題」、「将来
のまちづくりに対する提案」を余すと
ころなく記録した。

こののち、公園づくりワークショッ
プや街路樹ワークショップなど、地
域の復興に子どもたちの意見を積
極的に取り入れ、「あらゆる世代の
意見を反映させるまちづくりビジョ
ン」の作成と実践がまちづくり協議
会の主たる活動となった。

2013年5月 発行 まちづくり通信Vol.5

見開きページに役員会等の報告欄を据えて、協
議内容の可視化・周知を図っている。



2016年1月30日 発行
鹿折まちづくり通信Vol.20

鹿折まちづくり協議会は自組織の活動報告
に加え、復興情報(土地区画整理事業地内
の再建情報)の発信という役割を担うように
なった。

「この区画に災害公営住宅が建設される」
「ガソリンスタンドが再建される」などの情報
を積極的に公開し、住民にとって復興がより
身近なものに感じられる内容になっている。

復興情報の発信は地図形式をベースに情
報を付け足し続けたため、号を重ねるごとに
情報量が増えていった。

2018年5月15日 発行
鹿折まちづくり通信Vol.30

新たな試みとして、再開・新規運航し
たバス路線の時刻表を作成し掲載。
前年度に地域間の移動手段や新しい
市立病院へのアクセスについての課
題が出たことから作成された。

このころになると災害公営住宅の入
居もひと段落がつき、復興情報の発信
に加え、これから鹿折地区に住み続
けるうえでの課題はなにか、という検
討が重視されるようになっている。

2020年2月1日 発行
鹿折まちづくり通信Vol.39

令和元年東日本台風(台風19号)によって生じた

大小さまざまな被害の調査活動を行ったことを掲
載。次号では報告書を完成させ地域に配布した
ことを掲載しており、当該年度で最も重視された
活動としてとらえることができる。

この活動は、鹿折まちづくり協議会の新たな役
割となる「行政区をまたいだ広範的な地域課題
の調査や検討」の取り組みの一つである。
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